
【構成資産】 ４５件４９基の古墳
百舌鳥エリア（大阪府堺市）：２３基（仁徳天皇陵古墳 ほか）
古市エリア（大阪府羽曳野市・藤井寺市）：２６基（応神天皇陵古墳 ほか）

【概要】
百舌鳥・古市古墳群は、古墳時代の最盛期であった４世紀後半から５世紀後半にかけて、当時の政治・文化

の中心地のひとつであり、大陸に向かう航路の発着点であった大阪湾に接する平野上に築造された。

世界でも独特な、墳長５００メートル近くに達する前方後円墳から２０メートル台の墳墓まで、大きさと形状に多様
性を示す古墳により構成される。墳丘は葬送儀礼の舞台であり、幾何学的にデザインされ、埴輪などで外観が飾
り立てられた。

本資産は、土製建造物のたぐいまれな技術的到達点を表し、墳墓によって権力を象徴した日本列島の人々の
歴史を物語る顕著な物証である。
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○世界遺産登録の可否については、イコモス（※）が以下の４つの区分で勧告。

○最終的にはユネスコ世界遺産委員会において決定。

①記 載：世界遺産一覧表に記載する。
②情報照会：追加情報の提出を求めた上で次回以降の審議に回す。

３年以内に追加情報の提出を行った後、現地調査手続きを除くイコモスの審査を
受ける。

③記載延期：より綿密な調査や推薦書の本質的な改定が必要。推薦書を再提出した後、
新規案件と同様の手続きを受ける。

④不 記 載：記載にふさわしくないもの、例外的な場合を除き再推薦は不可。

（※）国際記念物遺跡会議（International Council on Monuments and Sites（イコモス））

：世界遺産委員会の諮問機関。文化財の保存、修復、再生などを行う国際非政府間組織
（NGO）。本拠地はパリ。1965年設立。

２０１７年 ７月３１日 文化審議会において、２０１７年度推薦候補に選定

９月２６日 ユネスコ世界遺産センターへ推薦書暫定版を提出

２０１８年 １月１６日

１月１９日

世界遺産条約関係省庁連絡会議

推薦書正式版の提出について閣議了解

１月３０日 ユネスコ世界遺産センターへ推薦書正式版を提出

９月 イコモス（※）による現地調査

２０１９年 ５月頃 イコモス勧告（予定）

６月３０日
～７月１０日

ユネスコ世界遺産委員会
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